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日
本
で
誤
解
さ
れ
て
い
る
人
権
の
イ
メ
ー
ジ
／
人
権
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
／

闘
争
的
な
側
面
／
人
権
実
現
の
た
め
の
知
識
と
手
段
／﹁
思
い
や
り
﹂
の
危
う
さ
／

国
際
人
権
法
の
発
展
／
日
本
国
憲
法
で
遵
守
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
国
際
人
権
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約
／

常
に
発
展
し
て
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る
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／
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り
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︑
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ゆ
で
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携
え
て
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は
何
か
／
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日
本
で
は
使
え
な
い
個
人
通
報
制
度
／
日
本
に
存
在
し
な
い
国
内
人
権
機
関
／
人
権
理
事
会
／

す
べ
て
の
国
を
審
査
す
る
﹁
普
遍
的
定
期
的
審
査
︵
Ｕ
Ｐ
Ｒ
︶﹂／

特
別
報
告
者
な
ど
の
特
別
手
続
き
／

﹁
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
フ
レ
ン
ド
﹂
と
し
て
の
特
別
報
告
者
／
私
の
身
近
な
特
別
報
告
者
／

特
別
報
告
者
へ
の
﹁
秘
密
保
護
法
﹂
の
通
報
／
条
約
機
関
の
報
告
書
審
査
／

公
式
調
査
訪
問
に
日
本
を
選
ん
で
も
ら
う
ま
で
／
ま
さ
か
の
ド
タ
キ
ャ
ン
／

表
現
の
自
由
の
特
別
報
告
者
日
本
公
式
調
査
訪
問
／
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
人
権
擁
護
者
／

共
謀
罪
法
案
へ
の
取
り
組
み
／
ジ
ョ
セ
フ
・
カ
ナ
タ
チ
氏
と
の
出
会
い
／
政
府
の
攻
防
／

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
フ
レ
ン
ド
を
無
視
す
る
日
本
政
府
／
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
／

勧
告
を
ど
う
活
か
す
か

第
二
部
　
国
際
人
権
か
ら
見
た
日
本
の
問
題

第
三
章
　
最
も
深
刻
な
人
権
侵
害
は
貧
困
　�
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困
問
題
と
国
際
人
権
／
日
本
の
相
対
的
貧
困
率
は
Ｇ
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で
二
番
目
に
高
い
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生
活
保
護
と
国
際
人
権
／
生
活
保
護
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
妨
げ
る
も
の
／

生
活
保
護
の
引
き
下
げ
が
抱
え
る
問
題
／
食
糧
へ
の
権
利
／
日
英
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
／

政
府
に
﹁
食
糧
へ
の
権
利
﹂
の
義
務
を
履
行
さ
せ
る
イ
ギ
リ
ス
の
例
／
生
理
の
貧
困
／

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
生
理
の
貧
困
に
対
す
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／

ア
ミ
カ
・
ジ
ョ
ー
ジ
と#FreePeriods

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
／

レ
ッ
ド
ボ
ッ
ク
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
／
な
ぜ
社
会
権
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
の
か
／

オ
ル
ス
ト
ン
氏
の
イ
ギ
リ
ス
調
査

第
四
章
　
発
展
・
開
発
・
経
済
活
動
と
人
権
　�

　

135

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
で
の
人
権
侵
害
／
開
発
・
経
済
活
動
が
も
た
ら
す
人
権
侵
害
／

ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
／
日
本
企
業
に
対
す
る
勧
告
／

﹁
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
﹂
と
外
国
人
技
能
実
習
生
制
度
／

﹁
人
権
に
配
慮
し
た
企
業
﹂
と
し
て
の
ア
ピ
ー
ル
／

発
展
の
権
利
／
発
展
の
権
利
︑
そ
の
成
立
過
程
の
困
難
／

人
権
高
等
弁
務
官
の
設
立
と
発
展
の
権
利
／
開
発
へ
の
ラ
イ
ツ
・
ベ
ー
ス
ア
プ
ロ
ー
チ
／
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国
連
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で
の
人
権
の
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流
化
／
人
権
を
開
発
で
使
え
る
ツ
ー
ル
に
す
る
試
み
／

Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
／

日
本
と
関
係
深
い
国
際
開
発
金
融
機
関

│
世
界
銀
行
と
ア
ジ
ア
開
発
銀
行
︵
Ａ
Ｄ
Ｂ
︶／

人
権
を
侵
害
す
る
国
際
開
発
金
融
機
関
の
活
動

第
五
章
　
情
報
・
表
現
の
自
由
　�

　

168

情
報
の
自
由
は
す
べ
て
の
自
由
の
試
金
石
／
情
報
へ
の
権
利
と
は
何
か
／

﹁
黒
塗
り
文
書
﹂

│
日
本
の
情
報
公
開
の
問
題
／

国
連
人
権
機
関
か
ら
問
題
視
さ
れ
て
い
る
特
定
秘
密
保
護
法
／

秘
密
保
護
法
起
草
過
程
の
問
題
／
降
っ
て
湧
い
た
原
発
問
題
と
情
報
へ
の
権
利
／

環
境
に
影
響
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
情
報
へ
の
権
利
／

日
本
で
オ
ー
フ
ス
条
約
が
使
え
な
い
こ
と
の
問
題
点
／

表
現
の
自
由
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
／

特
別
報
告
者
の
報
告
書
か
ら
見
る
日
本
の
表
現
の
自
由
の
問
題
／

差
別
と
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
／
国
際
人
権
と
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
／
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メ
デ
ィ
ア
に
必
要
な
の
は
﹁
中
立
性
﹂
で
は
な
く
﹁
独
立
性
﹂／

政
治
に
よ
る
圧
力
と
選
挙
報
道
／
放
送
法
の
問
題
点
／
連
帯
で
き
な
い
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
／

国
連
特
別
報
告
者
は
な
ぜ
望
月
衣
塑
子
記
者
に
言
及
し
た
の
か
／

英
国
外
務
大
臣
の
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
見
解

第
六
章
　
男
性
の
問
題
で
も
あ
る
女
性
の
権
利
　�

　

213

日
本
の
隠
さ
れ
た
恥
／
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
性
暴
力
の
定
義
／

性
的
同
意
年
齢
の
問
題
／
被
害
者
が
責
め
ら
れ
る
／
レ
イ
プ
神
話
／

女
性
の
権
利
へ
の
闘
い
／
国
連
で
の
女
性
の
権
利
／﹁
女
性
差
別
撤
廃
条
約
﹂
の
成
立
過
程
／

日
本
の
女
性
差
別
撤
廃
条
約
批
准
は
な
ぜ
遅
れ
た
か
／

差
別
的
な
民
法
の
規
定

│
﹁
再
婚
禁
止
期
間
﹂
と
﹁
選
択
的
夫
婦
別
姓
﹂／

日
本
軍
﹁
慰
安
婦
﹂／

政
策
決
定
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス
と
多
様
性

│
法
律
や
政
策
は
中
立
で
は
な
い
／

複
合
差
別
／
女
性
の
権
利
実
現
は
男
性
の
問
題
で
も
あ
る

│
役
割
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
／

職
場
・
職
業
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
／
根
拠
の
な
い
慣
例
を
疑
う
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第
七
章
　
な
く
な
ら
な
い
入
管
収
容
の
人
権
問
題
　�

　

255

人
権
侵
害
が
繰
り
返
さ
れ
る
日
本
の
入
管
／
入
管
収
容
と
国
連
か
ら
の
勧
告
／

﹁
身
体
の
自
由
及
び
安
全
﹂
と
﹁
全
件
収
容
主
義
﹂／
無
期
限
収
容
の
問
題
点
／

ノ
ン
・
ル
フ
ー
ル
マ
ン
原
則
の
違
反
／
難
民
認
定
率
の
低
さ
／
マ
ク
リ
ー
ン
判
決
／

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
長
期
収
容
／
恣
意
的
拘
禁
作
業
部
会
の
勧
告
／

入
管
法
改
定
法
案
と
国
連
特
別
報
告
者
か
ら
の
勧
告
／
デ
ニ
ズ
さ
ん
と
の
対
話
か
ら
／

﹁
ま
た
入
管
で
人
が
死
ぬ
﹂／
収
容
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
／

弁
護
団
の
英
国
視
察
と
ハ
マ
ー
ス
ミ
ス
の
誓
い

│
イ
ギ
リ
ス
の
例
／

入
管
問
題
の
改
善
は
私
た
ち
の
人
権
に
も
関
わ
る

お
わ
り
に
　�

　

289

勧
告
実
施
の
た
め
の
仕
組
み
作
り
／
勧
告
実
施
へ
の
土
壌
作
り
と
制
度
・
機
関
／

ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
と
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
／
政
策
ア
プ
ロ
ー
チ
と
司
法
ア
プ
ロ
ー
チ
／

学
際
的
な
取
り
組
み
／
司
法
界
の
課
題
／﹁
人
権
の
視
点
﹂
を
持
つ
と
い
う
こ
と
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参
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資
料
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308

●

肩
書
き
は
取
材
当
時
の
も
の
で
す
︒

●

敬
称
は
省
略
し
た
場
合
が
あ
り
ま
す
︒

�

参
考
文
献
・
資
料
組
版
／
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ
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10

は
じ
め
に

「
一
方
的
な
見
解
公
表
で
、
抗
議
せ
ざ
る
を
え
な
い
」

　

二
〇
二
一
年
四
月
、
国
連
か
ら
示
さ
れ
た
人
権
勧
告
（
三
月
末
）
に
対
し
、
上か
み

川か
わ

陽
子
法
務
大
臣
が
反
論
し

て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
、
国
連
機
関
や
専
門
家
か
ら
懸
念
表
明
や
勧
告
が
出
さ
れ
た
、
あ

る
い
は
人
権
の
専
門
家
が
訪
日
調
査
を
行
っ
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
見
聞
き
し
た
こ
と
が
あ
る
人
も
多
い
だ

ろ
う
。
た
と
え
ば
、
二
〇
二
二
年
秋
に
は
「
国
内
避
難
民
の
人
権
に
関
す
る
国
連
特
別
報
告
者
」
と
い
う
専
門

家
に
よ
る
訪
日
調
査
が
あ
り
、
福
島
原
発
事
故
で
避
難
し
て
い
る
人
た
ち
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
住
居
を
奪

わ
れ
た
人
に
つ
い
て
、
政
府
が
取
る
べ
き
政
策
へ
の
提
言
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
前
年
の
二
〇
二
一
年
に
は
、

「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
入
管
法
）」
の
改
定
案
に
つ
い
て
、
国
連
の
三
人
の
専
門
家
と
作
業
部
会
が

国
際
人
権
基
準
に
則の

つ
とり
懸
念
を
表
明
す
る
書
簡
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
に
は
特
定
秘
密
保
護
法
案
、

二
〇
一
七
年
に
は
テ
ロ
等
準
備
罪
（
共
謀
罪
）、
二
〇
一
八
年
に
は
生
活
保
護
支
給
額
の
引
き
下
げ
に
対
し
て
も
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11　はじめに

国
連
の
人
権
専
門
家
の
懸
念
表
明
や
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る
。
く
わ
え
て
、
各
種
人
権
条
約
の
実
施
を
監
視
す

る
国
連
機
関
か
ら
も
、
幅
広
い
人
権
問
題
に
つ
い
て
の
勧
告
が
繰
り
返
し
な
さ
れ
て
い
る
。

　

た
だ
、
そ
う
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
も
、
そ
の
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
味
が
あ
る
の
か
、
よ
く
わ
か
ら
な
い

人
も
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
、
国
連
の
機
関
が
各
国
の
人
権
問
題
に
つ
い
て
勧
告
や
提
言
を

す
る
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。
こ
の
よ
う
な
人
権
問
題
に
関
わ
る
国
連
の
専
門
家
と
は
ど
の
よ
う
な
立

場
の
人
か
。
そ
の
人
々
が
評
価
の
基
準
と
し
て
い
る
国
際
人
権
基
準
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
ほ
か
に
ど
う
い

う
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
日
本
政
府
は
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
対
応
し
て
き
た
の
か
、
そ
の
対
応
は
適
切
だ
っ
た
の

か
。
ま
た
、
他
国
で
は
人
権
問
題
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
本
書
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
く
。

　

私
は
一
九
九
九
年
九
月
に
エ
セ
ッ
ク
ス
大
学
の
国
際
人
権
法
学
修
士
課
程
で
学
ぶ
た
め
に
渡
英
し
、
そ
の
後

同
大
学
で
博
士
課
程
を
終
え
、
研
究
員
や
学
内
非
常
勤
講
師
な
ど
を
務
め
、
現
在
は
フ
ェ
ロ
ー
と
し
て
同
大
学

に
所
属
し
て
い
る
。

　

初
め
て
渡
英
し
た
と
き
、
私
は
さ
ま
ざ
ま
な
衝
撃
を
受
け
た
。
日
本
に
い
る
と
き
は
当
た
り
前
に
思
っ
て
い

た
も
の
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
と
気
づ
い
た
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、
日
本
で
は
二
四
時
間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
が
至
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
宅
配
の
夕
方
以
降
の
配
達
も
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12

普
通
の
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
消
費
者
に
と
っ
て
「
便
利
な
の
が
当
た
り
前
」
の
社
会
だ
。
し
か
し
、
イ
ギ
リ
ス

で
は
そ
も
そ
も
日
本
の
よ
う
な
「
コ
ン
ビ
ニ
」
と
い
う
も
の
が
存
在
せ
ず
、
町
中
の
店
の
多
く
は
一
八
時
に
は

閉
店
す
る
。
宅
配
の
配
達
も
業
者
側
が
時
間
指
定
を
し
、
最
終
便
は
一
七
時
。
日
本
の
「
当
た
り
前
の
便
利

さ
」
は
こ
こ
に
は
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
で
社
会
が
回
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
最
初
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

た
だ
、
消
費
者
に
は
少
々
不
便
で
も
、
日
本
で
起
き
て
い
る
よ
う
な
長
時
間
労
働
や
過
労
死
な
ど
は
ほ
と
ん
ど

な
い
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
イ
ギ
リ
ス
社
会
を
見
て
、
日
本
の
便
利
さ
の
裏
に
あ
る
、
労
働
者
の
権
利
の
問
題

に
気
づ
か
さ
れ
た
の
だ
。

　

自
分
が
よ
く
知
っ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
場
所
で
も
、
そ
こ
か
ら
離
れ
て
み
て
初
め
て
い
い
と
こ
ろ
も
悪
い

と
こ
ろ
も
見
え
て
く
る
。
本
書
で
は
、
一
在
英
邦
人
と
し
て
私
が
見
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
も
、
折
に
触
れ

て
紹
介
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
が
日
本
よ
り
優
れ
て
い
る
と
言
い
た
い
わ
け
で
は
な
い
。
当
然
、
イ

ギ
リ
ス
に
も
多
く
の
人
権
問
題
が
あ
り
、
日
本
と
共
通
す
る
も
の
も
、
も
っ
と
深
刻
な
も
の
も
あ
る
。
だ
か
ら

こ
そ
、
イ
ギ
リ
ス
が
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
参
考
に
、
日
本
の
人
権
問
題
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
思
う
。

　

私
は
二
〇
〇
〇
年
の
夏
に
初
め
て
ス
イ
ス
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
に
あ
る
国
連
欧
州
本
部
で
人
権
会
議
（
当
時
：
人

権
小
委
員
会
）
に
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
参
加
し
て
以
来
、
ほ
ぼ
毎
年
国
連
人
権
機
関
の
さ
ま
ざ
ま
な
会
議
や
審

査
の
傍
聴
を
続
け
て
き
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
三
年
秋
に
特
定
秘
密
保
護
法
案
に
つ
い
て
国
連
の
人
権
専
門
家
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に
情
報
提
供
し
た
の
を
始
ま
り
と
し
て
、
そ
れ
以
後
、
国
連
の
人
権
専
門
家
や
国
際
人
権
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
情
報
提
供

し
、
意
見
交
換
し
な
が
ら
、
日
本
の
人
権
問
題
に
関
わ
り
続
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
本
書
で
人
権
に
つ
い
て

解
説
す
る
際
に
は
、
私
が
実
際
に
国
連
人
権
機
関
の
制
度
を
用
い
た
経
験
も
交
え
て
い
き
た
い
。

　

日
本
の
人
権
問
題
に
取
り
組
む
活
動
を
始
め
た
当
初
に
強
く
感
じ
た
の
は
、
日
本
の
問
題
が
十
分
に
国
際
社

会
で
知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
た
と
え
ば
、
イ
ギ
リ
ス
で
国
内
の
人
権
問
題
に
取
り
組
む
専
門
家
に

「
日
本
に
人
権
問
題
が
あ
る
の
か
？
」
と
言
わ
れ
た
り
、
人
権
や
民
主
主
義
を
推
進
す
る
国
際
的
な
財
団
に
は

「
日
本
の
よ
う
に
民
主
国
家
で
経
済
力
の
あ
る
国
は
支
援
の
対
象
外
だ
」
と
言
わ
れ
た
り
し
た
。

　

そ
れ
は
ま
る
で
、
家
の
中
で
実
は
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
や
虐
待
が
起
き
て
い
る
の

に
、
外
か
ら
は
一
見
平
和
そ
う
に
見
え
る
た
め
、
誰
も
そ
の
問
題
に
気
づ
い
て
い
な
い
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
も

し
そ
の
家
（
国
内
）
だ
け
で
問
題
が
解
決
で
き
る
な
ら
そ
れ
で
い
い
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
深
刻
な
問
題
の
場

合
、
周
囲
の
人
々
（
国
際
社
会
）
の
助
け
が
必
要
だ
。

　

こ
こ
ま
で
読
ん
で
、
そ
も
そ
も
日
本
に
人
権
問
題
が
あ
る
の
か
？　

と
思
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
実

際
、
私
も
渡
英
し
て
数
年
間
は
、
人
権
問
題
と
は
お
も
に
非
民
主
的
な
途
上
国
に
関
す
る
こ
と
で
、
日
本
に
は

あ
ま
り
関
係
が
な
い
、
と
思
っ
て
い
た
の
だ
。

　

だ
が
、
国
際
人
権
基
準
に
照
ら
す
と
日
本
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
が
あ
る
こ
と
が
よ
く
見
え
て
く
る
し
、
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他
国
の
取
り
組
み
と
比
較
し
て
も
よ
く
わ
か
る
。

　

し
か
し
私
が
イ
ギ
リ
ス
に
い
な
が
ら
日
本
の
問
題
に
関
わ
る
中
で
感
じ
て
き
た
の
は
、
そ
う
い
う
普
遍
的
な

人
権
基
準
と
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
日
本
に
対
す
る
評
価
、
そ
し
て
人
権
問
題
へ
の
取
り
組
み
に
関
す
る
世
界
の

ト
レ
ン
ド
が
日
本
で
十
分
に
知
ら
れ
て
い
な
い
、
い
わ
ゆ
る
情
報
鎖
国
と
も
い
え
る
状
況
に
あ
る
と
い
う
こ
と

だ
。

　

そ
こ
で
私
は
二
〇
一
五
年
頃
か
ら
は
、
日
本
各
地
で
国
際
的
な
人
権
基
準
か
ら
見
た
日
本
の
人
権
問
題
に
つ

い
て
の
講
義
や
講
演
を
行
っ
て
き
た
。
講
義
を
受
け
た
人
々
の
中
に
は
、
日
本
に
人
権
問
題
が
あ
る
こ
と
を
初

め
て
知
っ
た
と
い
う
人
も
い
た
。
国
際
人
権
基
準
と
い
う
視
点
で
日
本
の
実
情
を
見
る
こ
と
で
、
そ
の
問
題
が

よ
り
よ
く
認
識
さ
れ
る
。
そ
れ
が
国
際
的
な
人
権
基
準
に
つ
い
て
知
る
こ
と
の
意
義
の
一
つ
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
私
が
社
会
の
問
題
に
関
心
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
高
校
生
の
と
き
に
読
ん
だ
一
冊
の
本
が

き
っ
か
け
だ
っ
た
。
そ
の
本
と
は
、
女
性
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
先
駆
者
で
、
二
〇
〇
二
年
に
惜
し
ま
れ
つ
つ
も

亡
く
な
っ
た
朝
日
新
聞
の
松
井
や
よ
り
記
者
が
書
い
た
『
ア
ジ
ア
・
女
・
民
衆
』（
新
幹
社
、
一
九
八
七
年
）
で

あ
る
。
こ
れ
を
読
み
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
女
性
や
子
ど
も
が
劣
悪
な
労
働
環
境
の
中
で
生
産
し
た
も
の
が
、

日
本
の
我
々
の
豊
か
な
生
活
を
支
え
て
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
っ
た
。
こ
の
人
た
ち
の
犠
牲
の
上
に
日
本
に
い

る
自
分
の
生
活
が
成
り
立
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
は
当
時
の
私
に
と
っ
て
衝
撃
的
な
こ
と
で
、
日
本
で
生
活
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す
る
こ
と
自
体
に
激
し
い
罪
悪
感
を
覚
え
て
眠
れ
な
い
く
ら
い
だ
っ
た
。
ス
ー
パ
ー
で
劣
悪
な
労
働
に
よ
っ
て

作
ら
れ
た
商
品
を
見
る
と
、
心
が
痛
ん
で
苦
し
く
な
っ
た
。

　

自
分
一
人
だ
け
で
非
買
運
動
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
で
は
足
り
な
い
。
社
会
の
問
題
に
気
づ
く
人
が
増
え

る
こ
と
が
変
化
へ
の
第
一
歩
だ
。
そ
の
よ
う
な
思
い
に
基
づ
き
、
今
の
よ
う
な
道
を
進
ん
で
き
た
。

　

本
書
も
皆
さ
ん
が
現
在
の
社
会
の
問
題
に
気
が
つ
き
、
行
動
を
変
え
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
望
ん

で
い
る
。


